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マニュアル活用度調査分析 ご案内 

・ マニュアルが院内で、どの程度活用されているか 
・ 利用者や管理者にはマニュアルにどのような期待値や

意識があるのか 
・ このままでマニュアルは大丈夫なのか 

・ 職員へのアンケート方式の調査を行います 
・ 調査母数は多いほうが現状把握の精度が上がります 
・ 機能評価の前や 1年毎に実施するのが効果的です 

・ 部門、診療科、職位ごとに分析を行います。単位母数

は１０以上です。 
・ 活用度の総合評価 
・ ５領域ごとにわけた、分析レーダーチャート 
・ コンサルタントによる、活用度の診断 
・ コンサルタントによる、改善の処方 

・ ４００床未満の病院は １回目 ３０万円（税、交通費別） 
・ ４００床以上は１００床ごとに １０万円（税、交通費別） 
・ 調査分析２回目以降     ７．５万円（税、交通費別） 
・ 期間 アンケート調査期間  ３週間程度（３６０床での実績） 
   分析、報告書作成期間 ２週間程度（３６０床での実績） 

・ Ｂセンター（管理者）頑張ってきたところは評価された。今後、改善に向けて力を入

れて行くところが良くわかった 
・ Ｍ病院  （部長） マニュアル改定を予定している。結果が出るまで少し怖かった

が、これで機能評価を安心して受けられます。 
・ Ｓ病院  （副部長） 管理者の期待値と利用者の期待値の差がはっきり出た。今後

はみんなの期待に応えられるように変えてゆく。 
・ Ｈ病院 （リスクマネージャ）リスク対策のマニュアル化は急務だが、受け皿となる

ための信頼性などの第三者の目から見た確証が欲しかった。 

監修：大阪府立大学看護学部助教授 真嶋由貴恵 

マニュアルの現状はご存知ですか？ 

どのように行うのか 

どのような報告があるのか（報告書例は裏面）

コストや期間（１回／年程度の実施をお勧めします）

利用者の声 
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